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社
會
調
蜜
の
第
四
報
吿
は
屛
住
者
の
坐
活
活
動
に
移
る
。
先
づ
第
一
.

に
其
の
有
業
狀
態
に
就
i

蜜
し
、
進
ん
で
如
何
な
.る
有
業
々
態 

を
有
す
る
か
を
調
べ
た
い
。
元
来
、
有
榮
者
調
査
は
そ
の
方
法
に
於
い
て
相
當
に
因
難
が
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
"
如
何
な
る
人
々
を
以
っ
て
有
業 

者
と
す
る
か
の
點
に
就
い
て
父
あ
る
。
勿
論
滕
然
と
職
榮
1

に
從
事
1

て
ゐ
る
者
に
は
疑
ふ
餘
地
は
無
い
が
、
家
庭
に
あ
っ
て
家
の
職
業
に
從 

事
又
は
手
傳
け
を
し
て
ゐ
る
場
合
に
は
、
そ
の
判
定
が
困
難
に
な
る
。
そ
れ
も
*

場
合
に
應
じ
て
難
易
に
頗
る
.相
違
が
あ
る
。
例
へ
'ば
職
人
風
の 

家
業
に
あ
っ
て
は
、
手
傅
の
家
人
、
又
.
そ
れ
ぐ
の
職
人
と
し
て
：差
支
な
.
い
が
、
商
店
風
の
も
の
と
な
る
と
手
傳
ふ
事
實
は
歷
然
と
し
て
ゐ
て
も 

職
響
と
認
め
^

な
っ
て
來
る
。
此
の
點
に
就
：い
て
は
、
出
來
る
文
け
-

上
記
の
標
準
、
即
ち
職
人
風
の
も
の
に
あ
っ
て
"
は
.、
家

事

手

傅

を

有 

槩
と
し
"

商
店
風
、
其
.の
他
に
あ
っ
て
は
家
事
手
傳
を
、
有
業
と
し
な
か
っ
た
。
此
の
點
で
勿
論
本
囘
の
調
査
整
理
に
可
な
り
の
不
備
の
存
す
る 

を
免
れ
な
い
と
思4

。

此
處
に
記
し
て
一
應
諸
賢
の
諒
解
を
得
た
い
と
思
ふ
.0

本
闾
の
報
哲
は
二
部
に
分
れ
第
一
部
は
有
業
者
調
査
、
第U

部
は
業
態
調
査
と
な
る
。
以
下
直
ち
に
雨
部
に
分
け
て
之
れ
を
紹
介
す
る
。

有
業
者
及
び
其
の
#
態
に
現
は
れ
た
地
域
性 

四

七

(

五
四
七〕



世

人
數

0人

各 世 帶 ニ 於 ケ ル 有 業 者 數 合世 

計帶
0 人 I 1 八 3 人 3 人 4 人 I 5 入 6 人

155 1 1 55

1 // 88 264 !■
1 352

2 " 89 655 106
1 850

3 •• 67 775 168 26
1

** 1036

4 ,, 49 657 146 41 4 897

5 ；； 28 631 127 39 8 1 734

6 „ 18 j 383 108 30 10 | 1 550

7 ,• 7 242 92 38 10 390

8 〃 6 110 35 24 8 183

9 " 2 47 33 15 4 3 104

10 ,, 1 12 4 7 2 26

1 1 •, 4 4 4 i 1 ! 1 14

12 " 1 1

13 ,, 2 2
な 帶
n 數 510 3682 | 824 224 44 9 1 5294
計有'菜 

入數 0 3682 1648 672 | 176 45 | 6 6229

有
銬
渚
及
び
淇
め
維
瀨
仁
現
杖
私
た
地
域
独 

四
t

ハ
五
四
九)

此
の
有
業
世
帶
に
含
ま
れ
る
有
業
者
總
數
は
六
、
ニ
ー
一
九
人
に
し
て
、
家
族
總
數
の
ニ
一
、
三
〇
0

人
に
對
し
て
は
、

1
1

八
•

三
^
に
該 

當
す
る
o

而
し
て
有
業
世
帶Q

一
 

世
軍
均
有
業
者
は
 

一
•

三
人
に
當
り
、
一.
藤
內
に
若
干
の
襲
有
業
者
の
存
在
す
る
事
を
示
し
て 

ゐ
る
。
今
此
の
事
情
を
表
に
よ
っ
て
示
せ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
0

笮
錄
宅
及
び
其

S

業
麓
に
現
は
れ
た
地
域
性

 

四
.

(

瓦

.

■

':

第

I

部

有

業

調

査

(
i

)

總

說

. .
:

3
*

三
田』
に
於
け
る
總
人
口
、
世
帶
數(

.殊
に
純
粹
家
族
世
帶
激
ゼ
就
い
て
は
旣
I

如
く
で
あ
るo

今
、
.そ
の
擎
丈
け
を
反
復
さ 

せ
て
貰
へ
.
る
な
ら
ば
、
總
人
口
は
ニ
九
、
六
九
四
人
、
總
世
帶
數
は
五
、
こ
九
四
と
な
る
。 

‘
•

扨
有
業
者
總
數
は
一
三
三
一
ニ
一
人
で
あ
る
。
全
人
ロ
に
對
し
て
は
、約
四
割
六
分
弱
を
占
め
る
タ
勿
論
此
の
有
業
者
中
に
.は
、

0 

に
家
族
員
の
み
な
ち
.
ず
同
居
人
下
宿
人
等
並
び
％
雇
人
を
含
む
の
で
あ
る
。
今
此
の
內
譯
を
示
せ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

家

族

.

有

業

者

 

六

、
二

ニ

九

，人

,

同
居
•
下
宿
人
有
業
者 

一
、

八
八
四
人 

家

事
•

營

業

使

用

人

■ £

、j

八
七
人 

計

r

I

r

三
1

三

人

是
等
の
內
、
家
事
及
び
營
業
使
用
人
は
其
の
身
分
上
當
然
有
業
で
あ

る

か

ら

、

茲
に
問
題
外
に
置
く
と

し

て

、

一

地
或

に

於

け

る

有
 

業
狀
S

調
,

る
I

つ
て
は
、
先
づ
家
|

帶(

並
び
に
同
居
人
世
帶)

に
就
い
て
轰
を
.置
か
ね
ば
な

ら

ぬ

。

家
族
世
|

就
い 

て
S

な
ら
ば
、
全
地
域
の
總
馨
は
五
、
ニ
九

四
で
あ

る

が

、

之

れ

に

は

所

靡

人

馨(

雇
人
の
み

を

有

し

、

家
族
S

居

住

せ

ざ 

る

店

舖

H

場
等)

力

加
つ
て

ゐ
る
爲
め
、
之
れ
を(

.
1

五
五
世
帶)

除
く
と
、
五
、|

三
九

^ ̂

此

の

震

世

帶

中
、
 ̂

業
世
帶
な
る
も

Q

は

四

、

七
八
四
■

寒

へ

、
家
族
世
帶
總
數
に
對
し

て

は

、

九

雰

■

當
し
*

無
業
世
帶j

l
l

i

を

？

。



世

: 帶

1

同 届
• 下 宿 世 帶 ニ 於 ケ ル 有 業 者 數

. 释
° ス ノ ス 2ス 3 a 4  A へ 6 人 7 A 8入 9ス ノ 0 ス U A

1 2 人 | l 3 人

1 人

1 2 9 3 5 7  j

忍 か S 2 1 7 6 1 5 5

1 7 7 2 5 9 4 7
!

4  , , 3 6 2 5 1 7 1 5
i

i

5  ,
1 1 0 1 2 9 9 3

6  •， 2 2 5 3 3 4 3

I

7  / /
1 2 5 2 2

，

8  " 2 1 2 1 3 1

9  " 1 2 1 1

1 0 / /
1 1 1 1

1 1 1 1 X

乜 / /

.
1

f  2

1 1 1 1

以 / /
1

.

1 4 " 1 1 1

1 5 " 1 1

1 1
1

% 1

1 8 "

1

1

1 9 "

I
1
1

!

1

2 4 "

2 5 , ,
1

2 9 "

1

i

|

i

1 1

1 1 .

1 8 3 3 3 4 2 6 0 8 6  I 3 2  |

1 4  1
i i  !

4 2 3 4 3 1

1

計 齡

丨 6 5 4 ! 5 2 0 ? 5 8 2 3 7 0 6 6 2 8 1 6 2 7 4 0 3 3 1 2

1 3  1

，有
業
者
及
び
其
，の
業
態
に
現
は
れ
た
地
域
性

 

五1
C

五
五D

l9A
不

明

同宿合 
匿世 
r帶計 
4802

1 364
-----

195
93
44

1 23
12
10
5
4
5
6
2
3
2
3
1

1 1
1

1 1
1

l 1
1 | 6 I 1265

| 19 丨丨1884

t

同居•
下宿徙帶二於ケル有業者數

'
有
業
者
及
び
其
の
業
態
に
現
は
れ
た
.地
域
性 

.

五
〇

(

五
五
0

)

1

世
帶
に
於
い
て
最
も
多
數
の
有
業
者
を
有
す
る
場
合
は
六
人
の
も
の
で
あ
る
が
之
れ
は
表
に
見
る
が
如
く
む
し
ろ
例
外
的
で
卜
一 

人
世
帶
に
ー
つ
存
往
す
る
の
み
で
あ
る
。
今
、
有
業
者
數
に
應
じ
て
、
有
業
家
族
世
帶
に
對
す
る
そ
の
比
率
を
求
め
る
な
ら
ば 

有
業
者一

人
の
世
帶 

.

七
七
^

有
業
者U
人

の

世

帶
.

.

,

.

一
七
^

有
業
者
三
人
の
世
帶 

五
^

有
業
者
四
人
以
上
の
世
帶 

J

 

と
な
り
、
有
業
者一

人
の
世
帶
が
斷
然
優
勢
を
示
し
て
ゐ
る
。

次
に
同
居
人
卞
宿
人
等
の
世
帶
に
就
い
て
見
れ
ば
其
の
有
業
者
數
は
總
數
三
、
一
八
五
人
中
、
流
石
に
有
業
者
多
く
、

一
、
八
八
四
人 

を
算
へ
、
全
體
の
五
九
^

約
六
割
に
及
ん
で
ゐ
る
。
今
、
备
基
本
低
帶(

同
居
人
、
下
宿
人
を
置
く
家
族
世
帶)

を
基
と
し
て
の
同
居
、 

下
宿
止
宿
人
の
數
に
應
じ
て
、
之
れ
を
世
帶
別
と
し
て
有
業
者
數
字
を
求
む
れ
ば
次
の
結
果
を
得
る
。



同世 

八横

同居人各世帶ニ 

於ケル有荥者數
合

1
人

2
人 3人

4
人

5
入 計

1人
1279 1279

2 // 224 62 276

3 〃 99 24 7 130

4" 42 9 1 62

5" 17 3 1 1 22

6 " 4
.

4

7„ 3 1 4

有帶 
笔合 
世計

L665 91 8 2 1 1767

有合 
業計 
纖

1665 182 24 8 5 1884

1 . 、" 1 一  ム'  K   ̂ ^  r  r m ス' 、' ? ， ,  :  r :

：

_

者
及
.び
兆
.の.
業
態
.
に
.
現
は
れ
：た
地
域
性
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五
芄u

)

:
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:
:

.
此
の
同
緝
.

下
宿
八
の
有
榮
者
表
は
、.
上
述
の
.窆
蒙
世
帶
を
中
心
と
し
た
も
の
；で
>

-_
-

軒
.の
家
に
.五
人
の
同
厨
人
I

け
.
ば
、
五
入 

.

:

の

同

席,1
»

:

帶
と
し
て
と
つ
た
の
で
あ
る
。
從
つ
て
そ
の
五
人
が
.
相
互
に
關
係
が
有
ら
ぅ
と
無
か
ら
ぅ
と
、
そ
れ
は
問
題
に
し
て
な
い
。
從
つ
て 

本
表
の
‘
世
帶
總
數
一
、n
s

l

は
又
，
同
居
人
、下
宿
人
.
を
置
く
世
帶
の
總
數
で
ダ
も
あ
る
。

.:
換

言

す

れ

ば

本

地

域

內

に

於

け

る

同

居

入

を

居

住 

せ
し
為
.

て
ゐ
る
狀
態
が
此
の
表
に
よ
つ
て
明
白
に
な
る
。
反
之
、
同
居
人
自
身
の
世
帶
を
譲
と
し
て
考
へ
れ
ば
、
全
然
別
個
の
數
字
が
現
は 

へ
丨<

n
:
,

 

~

旧
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13
C

62
22
4
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67『

れ
て
來
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即
ち一

家
に
五
人
の
同
思
人
が
居
て
も
佌
帶
的
に 

~
~

~

AI
r
 

*

1

^

^
 

^

1
顏
係
な
れ
ば
同
居
人
世
帶
と
し
て
は
一
人
世
帶
が
.
五
S
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I

I

 _
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1

1
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-
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-

-

-
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^

1
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^

1

 

S

事
に
な
る
の
で
あ
る
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今
、
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の
輩
に
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つ
た
擎
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梁

I_
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表
と
し
て
示
せ
ば
上
の
如
き
結
果
を
得
る
。
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1

帶
が
多
く
盡
の
セ
云
も
占
め
て
ゐ
る
。
此
の
問
題
は
玆
で

冰

T

T
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L

i

i

. s
y

p

p

t i
l

(

5
有
業
者
の
地
區
別
調
査

次
に
是
等
有
業
者
の
地
區
別
調
茶
に
移
る
。 

,

有
業
？

先
づ
家
族
世
滞
に
つ
い
て
の
有
業
者
に
限
る
と
、
其
の
總
數
五
、
一
ニ
九
世
帶
、
そ
の
有
業
S

ハ
、
ニ
ニ
九
人
は
六
卜
三
地

E

に
平
均
し
て
算
出
す
れ
ば
一
地
.區
平
均
の
有
業
世
帶
は
八 
一
■

四
世
^
、
有
業
人
口
は
平

均

九
八
•

八
人
と
な
る
。
各
！3

區
別
に
檢
I

 

す
る
と
次
表
の
示
す
通
り
で
あ
る
。
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第 ニ 區

れ
ば

m
第 •十 八 區

總丨It帶數 4 9

_ ■丨丨_ m

が
總世帶數 6 8

有業者數 4 4 人
あ
る

o
有業者数 9 3 人

有業世帶數 4 1

次
表
が

有業世帶數 6 6

無飄帶數 6

そ
れ
で

無業世帶數 2

有業世帶此率 S7% 有槳R t帶比率 9 7 %

-有槳世帶當 
リ有業者平均

1 . 0 7  人 一有業世帶當 
リ有業者平均

1 . 4 0  人

總世帶ニョル 
一世帶平均ノ
有榮者

0 . 9 4  八
總世帶ニヨル 
一世帶平均ノ 
有業者

1 . 3 6  人

反
之
、
他
の
多
く
の
諸
地
區
は
い
づ
れ
も
有
業
人
ロ
が
總
世
帶(

有
業
、
無
業
を
含
め
る
世
帶
數)

ょ
り
も
多
く
な
つ
て
ゐ
る
。
著
し 

き
は
、
次
の
如
き
場
合
も
あ
る
。
、

例第

P

 

J

僻

黎

§

菊

業

i

 

i
l

l

 

—

總有有
無有一
リ

|

總
一
有
'

更
に
別
個
の
例
を
擧
げ
れ
ば
第
二
區
が
あ
る
。
次
表
が
そ
れ
で

-

人 

^

人 

人 

例

區

49
44
41
:

 

6

87
1.
0

7

0.
94

.

三

ニ

 

率

當

均

ル

ノ
 

三 

ニ 

數■

數
此
帶
平
ョ
均

 

數數-
帶帶帶世者
ニ平
 

r 

.

,

苒

，帶

.

者世

.

1«
;

!«
:

築

業

帶

帶

者
 

第

芽

肚

業

業

槳

業

有

有

世

li
t

業

 

一
 

總

.

有—
有無
有ー
リ總
一有

是
等
：三
者
を
比
較
す
る
と
各
々
：事
情
の
異
つ
て
ゐ
る
事
に
氣
が
つ
く
、
第
一
例
に
於
い
て
は
、
有
業
世
帶
比
率(

六
〇
％)

が
頗
る
您 

有
業
者
及
び
典
の
業
態
に
現
は
れ
た
地
域
性 

五

五

(

五
五
泜

)

’ み . . 一 例

第五十七區

總 世 帶 數 •  8 1

有業者數 5 9 人

有業世帶數 4 9

無業世帶數 3 2

街業世帶比率

一有業世帶當 
リ有業者平均

1 . 2 2 > \

總世帶ニョル 
一世帶平均ノ
有榮者

0 . 7 3  人

. . .  - . .  . . . . .  ：■   ..........
■ •…一 --— ^..“ > i- '

有
•業
者
及
，■び
其
.
の
業
態
に
’
现
は
tv

た
地
域
性
：
 

C

五
五
四)

.

1N

疋
等
の
地
區
^

-
、'
;:w
‘
:a
1̂
i

t

^

が
平
：均
率
以
上
に
あ
る
も
の
ニ
十
四
地
，區
、.
以
下
の
も
の
三
十
九
池
區
で
、
有
業
入
口
に
っ

C

て
^
、：

平
均
人
數
以
上
め
も
の
二
十
八
地
區
、
以
下
の
も
の
：三
十
五
地
區
と
な
つ
て

ゐ

る

。

有
業
世
帶
最
高
數
は
第
十
九
區
の.

I

六
〇
で
あ
り

霞

は

、
•

第
十
六
區
の
二
十
九
で
あ
る
が
、
之
れ
は
、
前
號
世
帶
情
況
に
つ
い
て
述
べ
た
所
と
變
る
も
の
が
無
い
。
蓋
し
、
め
帶
數
の

最
も
多
い
地
區
最
も
少
な
い
地
區
が
、
此
の
有
業
世
帶
'
の
：場
合
に
於
い
て
も
同
樣
な
特
色
を
示
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
有
業
者
人
口

に
就
い
て
も
同
じ
で
、
最
高
は
第
十
九
區
の
l

A

九
人
最
®

は
第
十
六
區
の
四
一
人
と
な
つ
て
ゐ
る
，。：

唯
此
の
關
係
に
對
し
て
若
干
の

特
異
性
を
示
し
て
ゐ
る
も
の
が
無
い
で
も
な
い
。
例
へ
ば
、
總
世
帶
數
に
對
し
て
有
業
者
.の
數
の
比
較
的
に
少
な
き
場
合
、
即
ち
有
業

世
帶
が
比
較
的
に
少
な
い
場
合
、c

無
業
世
帶
の
务
い
場
合)

等
に
は
*

世
滞
數
階
級
で
は
比
較
的
上
位
に
在
る
も
の
が
有
業
者
數
の
階

級
で
は
低
位
に
下
る
と
一K

ふ
事
情
が
見
受
け
ら
れ
る
。
其
の
最
も
代
表
的
な
典
型
を
第
五
十
七
區
に
於
い
て
發
見
す
るo

此
の
地
區
は

總
世
帶
數
で
は
全
體
の
世
帶
數
階
級
の
中
位
.
に
在
り
乍
ら
、
荷
業
者
數
階
級
で
は
最
低
位
に
近
づ
い
て
ゐ
る
。
實
數
を
示
せ
ば
次
の
如 

く
で
あ
る
o



有業世《费ー戶ニ對スル

有業者平均數ノ階級表

平 均 人 坤 舰 ■ 地 區 潘 號 .

1.5人 2 36.63.

1.4 // 13 11.12.13.16.18.22.23.31.39.
41.46.52.60.

1.3 〃 26
10.15 17.21.24.25.26.29.30. 
34 35.37.38.43.44.45.49.60. 
51.54.55.56 58.69.61.62.

1.2 ” 11 3.8.19.28.33.4U.41J. 47.48. 
53.57.

1 .1〃 11 1.2.4.5.6.7.9.14.20.27.32

有
樂
者
及
•ひ
其
の
業
.
態
に
'
現

は

れ

た

地

域

性

3U

六

(

• 

率
で
I

、
し
か
し
、
有
業
世
|

|

|

者
數0

1
'

•
一
 

ニ 
5

は

必

ず

し

も

霞

位

で

は

な

い

•
其

の

點

ではむしろ、第
一

I

 

最
も
I

な
例
を
示
し
て
ゐ
る
。(

有

業

馨

平

均

有

業

者

數

|
>
〇

七
人
で
全
地
區
中
の
最
霞
に
在
る

)

し
か
し
總
世
帶
に
よ
る
P

 

均
有
業
者
は
、
第

一

例
が
f

s

で
あ
A

O

•
七
三
人)

第
i

之
れ
5

X

0

•九
四
人)

、
第

1

一
例
は
反
對
に
最
高
位
を
示
し
て

ゐ
る(

一

•
三
六
人)
。
此
の
地
區
は
有
業
幕
の
平
均
有
業
者
數
に
於
い
て
も
勿
論
相
當
の
高
位(

一
•
四
〇
人)

を
示
し
て
ゐ
るO

 r

七 

の
平
均
有
業
#
數
の
最
高
は一

•
五
四
人
で
第
三
十
六
區)

。 

'

是等の事情に就いては他

Q

機會に解說する所が

I

ぅ

。
.

_ 

f

では、

唯

、

亡る顯著な

f

ボして一應昼

f

喚
 

_

3 9

.
3 0
60

:

ー

.4
8
..

起するに足る

 

o
,
:

ル

表

I

 

i

:s
.6
1
.
6
“

27
.

3

抜
、
以
上
の
様
な
理
由
か
ら
、
有
業
世
帶
の
平
均
有
業
者
數
を
調
夜
す
る
の
も 

於

醜

18
.

2

.2
4

2
43
4

58
;

5
3.
4

U

14
.

2

又
、
無
駄
で
な
ぃ
と
思
は
れ
る
。
此
の
數
字
は
前
の
第
四
棄
段
に
掲
げ
て
あ
る 

~

 

J

地

.

13
1

52
:

6
17
.

2
37
3

55
:

5

|
 j
*6*7

:

が，
こ
れ
を
要
約
す
る
と
、
全
地
域
で
は
有
業
世
帶
の
平
均
有
業
者
數
は
ー
•
三 

^

一

丨
36
.

6
11
1

41
:

4
10
.

1
34
.
3
51
5

38
:

1

1.
2

.

4

人
。
各
地
區
に
就
ぃ
て
見
れ
ば
此
の
平
均
以
上
の
地
區
は
、
西
+

一
地
區
、
以
下 

業

業

»

2

13
6

1

1

0
地

！：

一!
が
ニ
十
ニ
地
區
で
あ
る
0

表
に
よ
っ
て
示
せ
ば
上
の
如
く
で
あ
る
。

^

^

-

-

-

-

-

--—

此
の
表
の
地
區
播
號
の
擱
に
よ
っ
て
見
る
と
、
同
じ
傾
向
の
地
區
は
、
游
猇
が

碑
|

1.
1.
4

*

1.
3

1.
2

1.
1

連
ら
な
っ
て
ゐ
る(

地
區
的
に
隣
り
合
つ
て
ゐ
る)

事
が
刺
明
す
る
。

そ
し
て
最
俄

率

に
あ
る
諸
地
區

(

悉
號
の
若
い
地
區)

は
三
田
通
り
の
一

帶

の

地

域

で

あ
る
事

一 例

家族世帶有滎者 93人

同居人右槳渚 79人

家族總人口 284人

同席人總人口 122入

有業家族比率 3 3 ^

有業同居人比率 65%

有榮者合計比率 4 2 ^

第 一 例

家族肚帶有業者 59人

同居人有業者 6人

家族總人口 33 \

同居人總人口 31人

有荣家族比率 18多

有業同居人比率

有槳者合計比率 18%

例

家族Ht帶有榮者 44入

本同居人苻業者 9入

家族總人口 178入

同©人總人口 18人

有業家族比率 25%

布業同居人比率 5 0 ^

有榮表合計比率 27涔

* 外= 下宿人アレドモ 
詳細不明ナルニッキ特 
ニ箅入セズ

を
知
れ
ば
、
.
此
の
平
均
有
業
箸
數
が
何
を
語
る
か
、

一
應
想
像
す
る
事
を
得
ょ
ぅ
0

(

註)

此
の
と
こ
ろ
の
所
論
に
は
、
同
居
人
.を
全
然
加
え
て
な
い
。
純
粹
家
族
中
の
街
業
者
に
つ
い
て
の
み
で
あ
る
o

若

し

-
同
居
人
を
科
地
區 

別
に
加
へ
て
來
る
と
す
れ
ば
、
撃
は
更
に
特
殊
性
を
示
す
で
.あ
ら
ぅ
。：

例
へ
ば
上
記
の
例
中
、
第
ニ
例
の
池
區
、第
十
八
區)

は
、

一
八C

人 

の
同E

人
を
有
す
る
。
而
し
て
同E

人
の
有
業
羣
は
此
絞
的
に
高
率
で
あ
る
か
ら
し
て
、
之
れ
が
加
は
れ
ば
同
地
區
の
有
業
者
數
及
び
そ
の 

.

比
率
は
更
に
顯
著
な
も
の
と
な
ら
う
。
反
之
、
第
三
例(

第
二
區)

第一

例(

第
五
十
七
區〕

は
同
居
人
等
を
有
す
る
事
少
な
い
。
今
、
之
れ
を
簡 

.
軍
に
乐
す
と
次
の
如
く
な
る
ク

此
の
場
合
に
於
い
て
も
、
是
等
ーII

地
區
の
、
有
槩
情
況
に
於
け
る
特
殊
性
が
明
か
に
せ
ら
れ
て
ゐ
るO

 

.

此
の
均
有
業
者
數
の
算
出
は
各
地
區
に
於
け
る

一
世
帶
內
の
有
業
苕
歡
多
少
を
說
明
す
る
も
の
と
な
る
o

即
ち
一
世
^
內
に
ー
一
入 

，以
上
有
業
の
佌
帶
が
多
け
れ
ば
、
多
い
程
、
平
均
有
業
者
數
が
大
と
な
る
ヮ
ヶ
で
ぁ
る
■;
°

全
地
域
の
總
數
に
つ
い
て
は
前
に
述
べ
た
檨 

に
ニ
人
以
上
の
有
業
者
を
含
む
世
帶
が
有
業
世
鞭
全
數
の
■

二
三
^

に
：當
り
、
有
業
世
帶
の
平
均
有
業
者
數
は
. 

一
•
=
;
〇

人

に

な
つ

て

ゐ
 

有
業
者
及
び
其
の
業
態
に
現
は
れ
た
地
域
牲 

五
七

C

2L
2,
:

七〕



第

i

業
態
調
査

茲
に
業
態
と
宕
ふ
の
は
有
業
者
の
有
業
態
樣
に
就
い
て
沄
ふ
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
營
業
者
と
勤
人
と
に
分
け
る
。
即
ち
、
自
か
ら 

獨
立
の
商
賣
を
經
營
し
て
ゐ
る
有
業
者
と
他
の
經
營
に
勤
務
す
る
者
と
に
分
つ
。
而
し
て
之
れ
を
前
述
の
世
帶
に
就
い
て
云
ふ
な
ら
ば 

有
業
世
帶
を(

一)

營
業
者
世
鞭
、(

ニ)

勤
人
1«
:

帶
及
び(

三)

混
成
佌
帶
と
に
分
け
る
。
以
下
之
れ
に
就
い
て
說
明
す
る
。

(

註)

此
'
の
營
業
及
び
勤
務
を
中
心
と
す
る
業
態
調
整
も
亦
、
そ
の
盤
理
に
當
っ
て
根
本
的
に
若
干
の
無
理
を
生
ぜ
し
め
ら
れ
た
。
即
ち
、
原
調 

查
に
於
い
て
記
入
せ
ら
れ
た
職
業
名
が
、
勤
人
な
る
や
、
又
營
業
者
な
る
や
を
直
に
判
然
た
ら
し
め
ぬ
も
の
が
少
く
は
無
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。 

勿
論
、
大
部
分
は
典
期
的
に
兩
者
を
識
別
せ
し
め
得
る
も
の
で
は
あ
っ
た
。
例
へ
ば
工
場
、
店
舖
の
經
營
、
獨
立
の
職
人
等
、
又
勤
人
と
し
て 

は
職H

、

會
社
員
、
事
務
員
、
學
校
敎
師
、
官
公
吏
等
々
。
し
か
し(

1
)
一

管
業
世
帶
に
同
職
の
有
業
家
族
數
名
存
在
す
る
時
に
は
、
如
何
に 

収
扱
ふ
诃
き
か
、
例
へ
ば
"

大
工
職
、
理
髮
店
等
の
勝
合
、
佌
帶
主
の
營
業
に
そ
の
子
弟
が
手
傅
っ
て
ゐ
る
場
合
に
は
、
管
業
若
か
數
名
と
す 

る
.

ジ
ヶ
に
行
か
ぬ
。
此
の
場
合
は
形
式
的
に
は
經
營
者
の
み
を
營
業
者
と
し
て
其
の
子
弟
は
勤
人
と
し
て
戕
扱
ひ
、
世
帶
的
に
は
混
成
世
帶
に 

加
へ
た
。
此
の
點
、
第
一
部
に
述
べ
た
家
業
手
傅
の
人
々
を
有
業
と
す
る
か
、
無
業
と
す
る
か
の
問
題
に
關
聯
し
て
ゐ
る
。
即
ち
主
と
し
て
店 

舖
等(

雜
貨
商
、
食
料
品
店
等〕

に
於
い
て
は
家
事
手
傅
を
旣
に
.有
業
と
し
な
か
っ
た
。
從
っ
て
此
の
場
合
に
は
管
業
生
を
の
み
有
業
者
と
し
て 

營
檠
-l
i
f
e帶
と
し
た
。
反
之
、
技
術
職
拔
的
な
職
業
、
即
ち
前
述
し
.た
樣
に
大
土
、
左
官
、
■
建
具
、
鍛
冶
、.
理
髮
美
容
等
の
營
業
に
あ
っ
て
は
- 

世
帶
の
家
族
中
家
業
に
從
事
す
る
者
が
あ
れ
ば
之
れ
を
有
業
者
と
し
て
.
'、
形
式
上『

勤
入」

と
す
る
事
に
ょ
っ
て
混
成
世
帶
に
分
類
し
た
。(

ニ〕 

同
じ
職
技
的
な
職
名
で
も
鷲
際
上
で
は
營
業
者
と
す
る
ょ
り
も
勤
人
と
し
た
方
が
い
V

場
合
が
あ
る
。
例
へ
ば
大
工
職
、植
木
職
、麓
職
等
の
者 

.

で
あ
っ
て
も
他
の
業
者
の
卞
に
勤
め
て
ゐ
る
場
合
も
在
る
。
換
言
す
れ
ば
通
勤
茜
的
性
質
を
帶
び
た
場
合
が
あ
る
。
之
れ
も
各
原
票
の
記
人
諸 

有
業
者
及
び
其
の
業
態
.
に
現
は
れ
.た
地
域
性

 

五
'
九

(

五
丑
九'
>

有業世梢 
ノ平均有 
橥者數

有 m 各世帶ニ於ケル有業審數ニョル世帶ノ階級別 地

世帶數 i 八苟築 
ノ Ht帶 、> ” /c 2 八苻粢

ノ lit 帶 ソノ ％3 八 以 上
有業ノ仳深\ 、"  ％ .區

禅
1.54 A 61世帶 即仳帶 j e9 16 29 6 12 30

1.61•， 118 •， 79 〃 67 23 19 16 13 63

1.43 〃 104 〃 76 〃 72 17 16 12 12 60

1.42 // 76 〃 54 〃 71 16 20 7 9 11

1.41 it 74 n 6 1 !， 69 •16 22 7 9 22

1.40 // 66 〃 48 // 73 10 15 | 8 12 18

1,31" 67 •• 52 〃 78 11 16 4 6
------ -— •

1.30 " 115 // 87 ” 76 22 19 6 5 65

1.15 •* 57 » 46 " 81 10 17 1 2 1

1.14 〃 63 ft 56 if 89 5 8 2 3 6

1.13 // . 93 it 8L it 87 11 12 1 1 20

1.12// 49 〃 44 " 90 4 8 1 2 4

1.10// 76 〃 66 〃 87 8 10 2 3 14

1.07 〃 4 1 " 37 ft 90 3 1 2

有
業
者
及.び
其
の■業
態
に
現
.は
れ
た
地
域
性

五

八

(

五
五
八)

た
。
今
、
各
地
區
全
部
の
數
字
を
揭 

げ
る
煩
雜
を
避
け
て
代
表
的
な
地
區 

を
若
干
麻
す
と
上
の
如
く
で
あ
る
。

.

上
表
の
示
す
が
如
く
有
業
世
帶
平 

均
の
有
業
者
數
が
增
大
す
れ
ば
增
大 

す
る
程
、
有
業
貴
帶
の
椎
成
が
複
數 

的
有
業
者
を
包
含
し
て
ゐ
る
も
の
で 

あ
る
事
が
明
瞭
に
な
つ
た
。
平

均一

• 

〇
七
人
と
茇
ふ
最
泜
率
を
示
し
た
笫 

ニ
區
は
旣
に
前
に
も
述
べ
た
が
有
業 

者
一
人
を
含
む
低
帶
が
圣
有
業
佌
帶 

の
丸
〇
-

に
も
及
ん
で
ゐ
る
。
而
し 

て

此

の

.間

の

事

情

は

次

に

罾

く

業

態 

別
調
査
に
よ
つ
て
明
瞭
に
せ
ら
れ
る 

で
あ
ら
ぅ
o



有
業
者
及
び
其
の
業
態
に
現
は
れ
た
地
域
性 

^
0 

.

項
目
を
I

て
*
.
_

な
る
判
斷
の
I

I

.

な
i

l

.

1

。
i

.一
 

人

に

し

讓
•

馨

i

l

ね
た
場
合
が
少 

_

乍
|

見
さ
れ
た
。
駄
菓
子
を
賣
り
乍
ら
、同一

人
が(

少
く
と
I

式
上
で
は
5

人

髮

場
、|

等
に
勤
務
し
て
ゐ
る
場
合
で
I

O

 

_

く
の
如
き
は
、
本
來
-

家
の
麗
は
家
族
の
他
の
若
が
、
實
際
其
の
任
に
當
っ
て
ゐ
る
の
2

ら
ぅ
が
、
表
面
上
，

同
I

雙

こ
る 

養
の
經
營
と
な
つ
て
ゐ
る
。
斯
く
の
如
き
雰
は
、
混
成
世
帶
で
は
あ
る
が
、
數

字

酵

上
、複
雜
化
す
る
の
を
懼
れ
て
、
;

;I

r

l

 

1

°

馨

1

5

數
i

t

i

.と
は
な
る
ま
い
と
f

。
§

大
裏

、I

f

 

I

及
I

役 

丨

ォ

を

八

に

分

類

し

た

此

の

點

も

證

上

-

闲
輯
の

あ
っ
た
■

是
等
の
主
臌
者
が
.
ど
こ
ま
で
個
人
的
經
營
の
性
質
を
帶
び
、
！
 

力
ら
、
勤
務
的
性
質
と
な
る
か
に
就
い
て
判
然
た
る
黌
直
出
し
難
っ
た
。
實
際
の
記
入
事
項
に
從
っ
て
、
右
の
方
針
で
大
體
證
し
I

過
ぎ
な
か
っ
た
。
馨

變

墨

|

學

し

も

、
黑

區
I

l

f

着

I

、
大
雲
い
て
其
の
土
地』

1

を
享
る
も
の
I

養

な

い

。
例
外
的
に
は
、
他
の
i

震
所
を
有
し
、
現
i

i

l

l

い

繁

」

I

さ

5

麗
し
た
が
、

I

し
て
i

i

f

、
i

s

方
I

。

！

、
幾
分
|

!

し
;
る

力
ら
れ
て
ゐ
る
。
供
は
、
〇
〇
商
と
記
し
て
も
*
其
の
馨
所
在
地
が
附
記
さ
れ
た
り
家
に
營
業
上
の
雇
人
が
な
か
っ
た
り
、
又
、
ヒ 

地
柄
が
そ
の
商
賣
に
適
し
て
名
な
い
f

事
情
で
之
れ
を
判
別
す
I

が
出
來
た
。

勿

論

こ
.，

で
營
|

又
I

業
I

と
f

f

、
そ
の 

土
地
に
營
業
所
を
有
す
る
も
の
に
限
ら
る
べ
き
で
無
ぃ
が
實
際
上
に
は
、
他
の
土
地
に
響
を
有
す
る
業
者
は
極
め
て
少
數
で
あ
っ
た
。
從
っ

て
此
の
奪

翼

世

帶

の

存

在

蕃

議

域

と

議

し
て
菱
な
い
事
情
が
f

、
之
れ
を
認
め
る
の
は
、
必
ず
し
桌
專
な
い
と
思
へ

る
。 

，

先
づ
有
業
者
總
數
を
營
業
綮
及
び
勤
人
に
分
け
る
と
、
營
業
者——

ニ 
•

八

八

！
人
、
、勤
人——

三
、
三
四
七
人
で
其
比
率
は
四
六
^
 

に
對
し
て

五
四
^

で
あ
る
。
次
に
佌
帶
に
就
い
て
見
れ
ば
營
業
考
世
帶
は
總
數
、
ニ
、
ニ
一 

六
、
勤
人
世
帶
は
一
、
九
八
七
、
混
成
世
帶 

が
五
八
〇
で
其
の
比
率
は
四
六
*

ー
ー
四
7

五
丨
一
ニ
*

の
割
合
で
あ
る
。

(

註)

此
の
三
種
佌
帶
の
合
計
は
四
、七
八
三
11
1
:

帶

で

同

時

に

有

榮
1«
:

帶
の
總
計
で
も
あ
る
が
前
條
に
發
表
し
た
も
.の
ょ
り
も
一
世
帶
不
足
し
て 

ゐ
る
S

霍
帶
總
數
は
四
七
八
S

之
れ
は
一
世
帶
丈
け
業
態
不
明
の
も
の
が
あ
る
爲
め
で
其
の
結
果
、
.
整
理
不
能
と
な
つ
た
爲
め
で
あ
る
。 

此
の
i
ll
f

c

帶
は
第
二
區
の
世
帶
で
、
有
業
密
調
蚕
で
は
有
業
一
入

と

し

て

と

っ

た
が

(

從
つ
て
荷
業
世
帶
總
數
は
上
記
の
四
七
八
四
、
有
業
者
- 

は
六
ニ
ニ
九
人

)

 

業
態
調
査
で
は
整
理
不
能
の
爲
め
之
れ
を
除
い
た
。
世
帶
數
、
有
業
者
數
で
一
世
帶
、

一
入
不
足
し
て
ゐ
る
所
以
で
あ
り
* 

以
下
の
發
表
も
之
れ
に
準
じ
て
ゐ
る
。

.

即
ち
營
業
者
總
數
と
は
、
營
業
世
帶
に
於
け
る
有
業
者
全
部
と
、
混
成
仳
帶
中
の
營
業
者
數
と
の
合
訐
で
あ
り
、
働
人
總
數
は
！
 

く
勤
人
佌
帶
の
有
業
盏
全
部
と
混
成
佌
帶
中
の
勤
人
數
と
の
合
計
で
あ
る
。
混
成
11
±

帶
の
內
容
は
、
必
し
も
營
業
者—

一•

勤
人
丨一 

又
は
營
業
者
丨
一
、
勤
人
I

ニ
又
は
三
の
割
合
を
以
つ
て
構
成
さ
れ
て
ゐ
な
い
が
故
に
、
個
別
的
に
營
業
者
•
勤
人
の
數
を
算
出 

す
る
の
外
は
な
い
。
後
段
發
表
の
表
は
そ
れ
に
ょ
つ
た
も
の
で
あ
る
9

先
づ
純
粹
家
族
徙
帶
を
莪
礎
と
す
る
業
態
别
有
業
者
表
を
示
す
と
左
の
通
り
で
あ
る
。

有
業
渚
及
び
其
の
業
態
に
現
は
れ
た
.
地
域
性
_ 

六

一

(

五
六
一〕
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混成•勤人世帶ニ於ケル各世帶 

有業若數ニョル世帶比率

混成世帶 勤人世帶

世 帶 總 數 丨 580 1987

有業者1 人 ノ 世帶數 ------------
1 7 %

" 2 人 〃 76% •16%

〃 3 人 " 19%

" 4 人 以上〃 5 ^

で
盤
理
し
た
結
果
は
次
の
數
字
で
あ
る
。

同
居
及
び
下
宿
止
宿
人
等
に
就
い
て
は
、
饨
質
上
勤
人
が
多
く
極
め
て
僅
か
の
營
業
若 

を
含
む
に
過
ぎ
な
い
。
殊
に
同
居
人
の
場
合
の
營
業
者
に
は
、
其
の
牲
質
上
、
營
業
者 

か
勤
人
か
の
判
定
に
迷
ふ
者
が
頗
る
多
い
。
而
し
て
又
、
本
格
的
な
營
業
者
を
見
出
す 

様
な
場
合
に
は
、
同
居
人
と
沄
ふ
ょ
り
も
普
通
の
獨
立
世
帶
又
は
家
族
と
看
做
す
方
が 

ょ
り
適
切
と
思
は
れ
る
場
合
が
あ
る
o

S

例
べ
ば
仳
帶
生
は
同
思
人
に
家
の
大
部
分
を
貸
し
で
了
つ
て
自
か
ら
が
一
部
匿
丈
に 

生
活
し
て
ゐ
る
が
如
き
は
、
名
儀
上
は
此
の
世
帶
主
が
其
の
家
の
主
人
で
あ
る
が
、
資
質 

.

的
に
は
同
居
人
が
、
佌
帶
.主
に
間
貸
を
し
て
ゐ
る
樣
な
も
の
で
あ
る
。

.

兎
に
角
、
同
居
人
中
に
は
純
然
た
る
營
業
者
が
無
い
で
も
無
い
が
主
に
は
、
他
の
營 

業
者
の
爲
め
に
働
ぃ
て
ゐ
る
勤
人
風
の
も
の
が
多
ぃ
の
は
看
過
し
得
な
ぃ
。
此
の
方
針

，
同

居

•
下

宿

止

宿

人

中

有

業

者

總

擻

 

一
、
八

八

四

人

五

九
^
 

同 

營

業

者

數
 

：
.
；
ー

五

八

人(

八

$ 

.，有
業
者
及
.び
其
の
乘
態
に
現
は
れ
た
地
域
胜

ハ

三

此
の
表
に
ょ
っ
て
見
る
と
、
營
業
者
世
帶
は
、
前
述
の
理
由
に
ょ
っ
て
、

一
營
業
、
業
主
一
人
と
し
た
が
故
に
一
世
帶
內
に
二
種
以 

上
の
營
業
を
宿
す
る
以
外
に
は
"

全
部
有
業
苕
一
人
の
世
帶
と
な
っ
て
ゐ
る
。
反
之
、
混
成
及
び
勤
人
世
帶
で
は
、

ー
佌
帶
內
有
業
者 

が
、
當
然
二
人
以
上
の
世
帶
が
存
注
す
る
。
其
の
割
合
を
示
す
と
次
表
の
通
り
で
ぁ
る
。



歌 者^ \
營 槳 者 勤 人 有業者合計

家
族

實
數

2881人 T
v_y

3347 人 6229 人

世
帶

比 45 54 100
同 ド
居宿

實
敝

158入 1725人 1883 人
11ト 

- J L
比

90.5 9.5 too

合
m
數

3039 \ T  
り

5072 人 8112 \

計
*

丄•匕
37-5 62.5 100

有
業
港
及
び
其
の
業
態
に
現
は
れ
：.た
地
域

性

 

. 

六

因

S

1
 

同 

勤
.

人

'
數 

一
、
七

ニ

六

人

(

九
一m

)
.

同 

.

無

業

者

數
.
 

一
、H
〇一入
四
ー
ー
，

合

計 

三
、I

八

五

人

1
0
0

涔

 

即
ち
下
宿
•

同
居
人
中
に
あ
.

つ
て
は
、
有
業
者
中
、.
營
業
者
は
僅
か
八
^

で
し
か
な
い
？

'

故
に
此
の
數
字
を
、
前
の
家
族
世
蒂
に
於
け
る
^

^

態
?0

に
合
計
す
る
と
次
表
を
得
る
0

I

d

l~

!

1
 

j 

I.~

- 

含

域

の

翥

者

議

麗

は

以

忐

如

く

で
I

。
次

H

は

翕

裔

Q

數
字
を

-

 

l

lo
o

l

to
o

l

l

10
0

檢
时
す
る
。

L
m
-
-
-
-
-------------

----------

-
-

-

-

-

-- 

(

二)

有
業

i

態
別
調
査

—

各
地
區
別

34
7

4

.2
5

.5

.

72
2.
5

.

先
つ
政
の
目
的
に
築
し
て
は
精
密
な
表
を
用
意
す
べ
き
で
あ
ら
ぅ
が
、
全
部
の
項
目 

.

^

 

—

レ

ー

 

5

に
苴
つ
て
表
を
作
成
す
る
事
は
本
誌
で
は
+

適
切
と
思
は
れ
る
の
で
、
簡
單
に
し
た
表 

漏

LA
5

8A
5

.

9\
^

農
表
す
る
に
止
め
る
、.
第
i

が
そ
れ
で
あ
る
。
本
表
に
於
ぃ
て
は
-
各
地
區
に
於 

營

28
1

9

30
3
 

1

け
る
業
態
«|

世
锻
及
び
營
業
#

*

勤
人
の
數
字
を
對
照
せ
し
め
て
あ
る
。
問
題
に
な
る 

%

1

實
數
比
率
實
敝
比
率
質
激
5

^

 

.點
は
.
本
文
中
で
、
そ
れ
に
觸
れ
る
と
し
て
*

一
 

商
、
同
表
を
通
觀
せ
ら
れ
た
い
0

、

j

蜜

世

帶

l
l
i

..

合

計

•

扨
、
各
地
區
有
業
者
中
、
營
業
者
•

勤
人
の
業
態
別
を
見
る
と
、
全
地
域
總
數
に
於
け 

"
"
"

r

I 

, 

I

I

る
比
率
は
四
六—

五
四
で
あ
つ
た
。
此
の
比
率
を
中
心
に
、
各
地
區
比
率
を
上
下
に
兮

有業苕總數•營業者階級表

營 比 

若 率
m u m 地 區 赉 號

85%以上 i 2

80 "
' '

75 // 2 6. 24

70 ff . 1 5

65 〃 3 20.28 32

60 〃 6 7.8.9.16.49

65 " 7 3.10.11.14.31.46.66.

50 ft 11 4.13.17.27.34.35.43.47.52. 
55.61

45 〃 5 j 15.23.3S.44.58

40 " Q 1.55l.26.2t).a0.33.3y.40.48, 
y 1 59

35 " 9 18.25.36.37.41.60.54.60.62

30 〃 5 12.19.22.42.63.

25 〃 2 45.53 #

20 〃 2 51.57

類
す
る
と
、
營
業
者
比
率
の
優
勢
な
る
地
區
數
は
三
十
三
、
劣
勢
な
る
地
區
數
三
〇
で
ほ
V

均
分
し
て
ゐ
る
。
各
業
態
有
業
者
人
口
没 

は
、
各
地
區
人
ロ
及
观
帶
の
大
小
に
應
じ
て
變
化
す
る
も
の
で
ぁ
る
か
ら
へ
之
れ
を
そ
のま

--?

比
較
す
る
の
は
無
意
味
で
あ
る
。
今
、 

全
有
業
者
中
營
業
者
の
占
む
る
比
率
を
そ
の
優
劣
に
よ
つ
て
分
類
す
る
と
次
の
表
を
得
る
。

營
業
者
it

率
の
最
高
位
は
、
第
二
區
の
八
九
^
で
あ
り
最
低
位
は
、
第
五
十
七
區
の
ニ
ニ
^

で
あ
る
。
共
に
前
項
に
於
ハ
て
代
表
型 

と
し
て
揭
出
さ
れ
た
地
區
で
あ
る
事
を
憶
ひ
出
し
て
貰
ひ
た
い
。
若
し
.結
論
を
前
に
云
ふ
事
を
許
さ
れ
る
な
.ら
ば
、

第
一
M

は
旣
に

W
 

三
述
べ
た
様
に
三
田
通
り
の
商
店
地
區
で
あ
：り
、
第
五
.
十
七
區
は
.
綱
町
の
住
宅
地
.
區
で
あ
る
0

.

其
の
.
他
-

此
の
兩
翁
に
次
ぐ
地
區
を
求 

有
樂
.者
及
び
其
の
業
態
に
戏
は
れ
た
地
域
性

 

六
.五

0

丄.
六
3£
ノ



有
業
者
及
び
其
の
：業
態
に
現
は
れ
だ
地
域
.性

 

六」

、

(

五
六
六

) 

め
る
と
b

高
位
で
は
第
六
區(

セ
六
^

)

第
二
十
四
區(

七
五
^

)

第
五
區(

七
一
ズ)

第三十一

ー
區(

六
九

^)

第二

十
區(

六

八

^)

の

諸

直
 

が
あ
り
、
俄
位
で
は
、
第
五
十一

區0
1

四
さ
第
四
十
五
：區
S

八
：6

第
五
十
三
區0

1

九
^

)

第

十

一一

區

、

第

二

十

二

區

(

三

〇
5

 

第
六
十
三
區(.一
ニ 

一
 

5

第
十
九
區(

三
ニ 
5

第
四
十
ニ
區(

U

M

5

等
が
あ
る
。
營
業
者
數
の
高
荦
な
地
區
は
い
づ
れ
も
商
鹫
地
區 

で

、

第

六

、

第

五

、
、
第

二

十

四

.
區
は
三
田
通
り
、
第
二
十
區
は
芝
園
、
赤
羽
橋
通
り
、
第
三
十
二
區
は
三
田
市
電
車
庫
裏(

西
側)

で 

あ

る

反

之
®

位
Q

&

五
十
一
、
第
四
十
五
區
は
豐
岡
町
の
.

一
角
で
、
第
五
十
三
區
は
綱
町
、
第
六
十
三
區
は
小
山
町
の
內
部
で
あ 

り

、

第
四
十
一
一
區
は

_

上
の
.

一
角
に
當
り
、
第
±

一、
第
十
九
、第
一一

十
二
の
諸
區
は
四
國
町
、
松
本
町
の
內
部
に
位
し
て
ゐ
る
。

各
地
區
に
.
於
け
る
同
居
人
有
業
者
の
情
況
を
見
る
と
以
上
の
地
區
の
地
域
性
を
例
證
す
る
も
の
が
あ
る
。
業
態
別
と
し
て
は
、
.同
吾 

人

そ

れ

體

、
旣
に
說
明
し
た
欉
に
勤
人
が
絕
對
多
數
を
占
め
る
が
前
に
孩
で
問
題
と
な
る
の
は
、
同
居
人
中
の
有
業
者•

無
業
者
の 

比
率
で
I

ぅ
。
此

Q

關
係
は
前
項
に
於
い
て
述
ぶ
H

つ
た
が
、
兹
に
特
殊
S

Q

地
域
性
を
霞
す
る
機
會
に
及
ん
だ
の
で
、 

之
れ
に
簡
單
に
言
及
し
ょ
ぅ
と
^

ふ
。
全
地
域
巾
の
同
居
人
の
有
業
者
比
率
は
、
五
九
^

で
あ
る
が
、
有
業
者
が
五
〇
％
以
上
の
也
區 

がM

十
五
地
區
に
及
び
、
五0

%

以
下
の
も
の
は
僅
か
に
八
區
に
過
ぎ
な
い
。
同
居
、
下
宿
人
世
帶
に
は
、震
世
帶
が
極
め
て
少
い
か 

ら(

前
出)

、
無
業
者

Q

多
い
事
は
、
壽

_

無
業
者
の
集
り
.

と
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
即
ち
其
の
典
型
的
な
の
は
繁
階
級
で
あ
る
。 

從
つ
て
寄
宿
舍
察
"

合
宿
等
含
む
地
區
は
、
無
業
者
率
を
多
く
し
て
ゐ
る
。
反
之
、
勤
人
同
居
の
多
い
地
區
で
は
、
當
然
有
業
者
比
率
. 

が
大
と
な
る
？
參
考
ま
で
に
下
宿
*

同
居
總
人
ロ
に
對
す
る
有
業
者(

下

宿

，
同

居

止

宿

人

)

の
比
率
表
を
左
に
掲
げ
る
。

下宿•同居人總數中有業比率階級表

總人口
有榮者 

J t 率
地區_  

2

地 區 赉 號  
一 —

16.51

75 〃 2 20.22

70 " 6 1.8.12.36.58.59

65 it 10 3.11.13.17.18.23,26.29.46. 
60 '

60 〃 10 9.15.1U.21,25.28.32.84.66. 
63

55 〃 14 7.14,27.30.33,35.39.40.44.' 
45.49.50.54.55

50 " 9 10.24.31,38.4243.48.53.62

45 〃 |  7 4.5.6.37.41.52.61

40 n 1 47

35 〃 !
30 >t

2 5 //. 1
20 〃 2 | 2.57

■■ _i_iii j」』』, — ___  ,

(

三)

各
地
區
業
態
別
世
帶
的
特
色
-
;

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

圓

 

' 

,

次
に
各
地
區

の

盡

別
特
色
を
探
求
す
る
と
第
五
表
に
余
す
.如
く
で
あ
る
が
、

之
れ
を

霧

し

て

表

に

す

れ

ば

次

の

三
表
を
辱 

る
o

.

;

.
"
.
.
.
.
.
.

先
づ
營
業
货
帶
に
就
い
て
見
れ
ば
、
最
高
位
は
第
ニ
十
區(

六
五
.
世
帶)

第
五
十
五
孩(

六
.
ー
世
帶)

第
三
十
1

|

、
第
六
十

I

區

(

五
九 

世
帶)

第
五
十
六
區(

五
七
世
帶)

等
で
I

が
、最
使
位
は
第
五
■
十
七
區(

.
一
〇
世
帶)

第
士
ハ
區(

一

セ

暴

)

i

i

ハ
員
一
八
世
帶)

有
業
，者
及
び
興
の
：業
憊
に
現
は
：れ
た
地
域
蚀
.
 

六

ヒ

(

沉
六
ヒ
ノ



. 各地區勤人世帶此率表

勧人1丨上葉池區數 地 區 锥 號

*10%^ 2 51.67

60 if 4 19.4245.53

50 ” 11 1.12.18.2^25.37.
41.50.60.62.63

40 if 15
4A5.21.26.27M~ 
30.33.39.40.43. 
44.48.54.59

的  〃 1 13

3.7.13.14. 23. 35. 
36.38.47.52.55. 
58.61

20 〃 13
8.9.10.11.16.17. 
20.28.31.34.46. 
49.56

10 " ! 3 5.6.32

Jf^ri 2

2.24

勤人世帶ノ地域的分布

世帶數 池區is 「 地 區 骄 號

100以上 1 19

75 " 1 51

70 〃 1

65 〃 1 63

60 tt 1 53

55 tt

50 " 2 25.60

45 // 4 41.45.58.62

40 " 10 16.22.37.39.42.44.48.
50.55.59

35 ” 8 12.23.29.33.38.40.57.
61

30 " 4 18.21.52.54

25 " 6 1.14.26.27.43.56

20 〃 7 4.7.20.30.34.36.47

15 " 7 3.10.11.13.17.32.35

10 tt 7 5.8.9.28.31.46.49

5 ” 3 6.16.24

5以下 1 2

第
十
九
區
は
ー
〇
三
世
帶
を
荷
し
て
斷
然
他
を
引
き
離
し
て
其
の
首 

位
に
我
る
が
、
比
率
的
に
も
高
位
に
あ
る(

六
叫
•

三
5

此
率
的
の 

最
高
位
は
營
業
世
帶
の
場
合
と
逆
に
、
第
茳
十
七
區(

七
~
.

四
ギ)

 

第
五
十
一
區(

七 

一
•

六
^

)

に
ょ
つ
て
占
ら
れ
、
第

I

ー
區
の
如
き
は
僅 

か
七
.•
四
^

し
か
包
含
し
.
な
いo

此
の
ー
〇
％
以
下
の
促
位
に
往
る 

も
，の
、
第

1
1

區
の
外
に
.
第
二
.
十
四
區
在
る
の
み
で
あ
.
る
。
勤
人
1|
(:帶 

の
比
率
表
を
示
せ
ば
上
の
如
く
で
あ
る
。

：

有
業
者
及
び
其
の
業
愆
に
現
は
れ
た
地
域
性
： 

六

九

(

五
六
九)

營業世帶/地域的分布

世帶數 池區數 地 區 番 號

60以上 o 20.55

55 if 3 32.56.61

50 " 2 6.58

45 ft 2 19.44

40 " 9 5.7.11.14.23.24.49.52.
59

85 〃 16
2.8.10.15.25.27.33.34,
37.38.39.41.43.47.48.
60

30 〃 8 3.9.17.21.26.29.40.63

25 〃 9 4.13.18.28.31.46.50.54.
62

20 " 8 1.22.30.35.42.45.51.53

15 〃 3 12.36.16

10 〃 1 67

,
 

有
業
者
及
び
其
の
業
態
.
に
現
は
れ
た
地
域
、性

 

六

へ

(

芄
六
八

〕

.

!

】

.

—

:

:

,

i2J
T

 

•
—

y

—l
_
3
_

—
—

I.

第
十
一
一
區

c
I
.

九

世

帶>
で

あ

る

。

旣.に

述

べ

た

様

：に

、

.
號
-

.

.4
9

.
33
:
47
.
.

，

紙'

5.
5

1
'

:

營

業

世

帶

の

多
«

は
、
世

帶

總-«
の
.
大

小

に

も

當

然

關 

5

师

.2
3

.

.2
5

.
41
.

4

.2
6

.
8.
3

1

5.
4

2

係
が
あ
る
故
に
、
此
の
實
數
丈
け
S

つ
て
し
て
は
、 

^

 

地

.5
5

.5
6

.

6

8

.4
4

.1
1

.

10
.3
8

.

3
17
.

3.
1

8

2.
3

0

6.
1

6

.

.事
情
を
明
か
に
爲
し
得
た
と
は
12\
.
べ
な
い
が
、
M

に
比 

V

 

:

率
的
I

す
と
、
最
高
位
、
最
低
位
の
代
表
的
諸
區
を 

^

 

_
_
_
__
_

_

_

_

_

_

_

_

_

_

_

1

8 

9
 

- 
8
 

3
 

そ
の
順
位
に
配
列
し
て
次
の
結
粜
を
得
る
。

夤

識

队

" 

"

>/
〃 

〃 

〃： 

〃
 

〃 

一

〃
//

營

槳
ll
i

:

.

.5

.0

.2

.6

.4

.6

.2

.5

.4 

ll
:

?

j60
55
50
45
40
85
.

30
25
20
15
‘

10

帶

比

率

69
53
70
63
56
31
35
58
20

,

.

, 

.

地

馨

號 

l

^

a1
;

;

2

6

3

6

5

1

3
l(
t
o 

-
-
-
-J

Y
 

A-
-
-
-
-
-

而
し
て
比
率
的
に
最
.高
に
在
る
も
の
は
第
一
ー
區Q

へ九
9

1
1

%

で
あ
る
が
世
蒂
實
數
は
三
六
^
:

帶
に
過
ぎ
な
い
。
之
れ
に
續
い
て
第
六 

區
の
七
九
•
三
％
を
あ
げ
る
が
此
の
區
は
實
數
S

世
鞭
に
及
ん
で
ゐ
る
。
比
率
上
の
霞
位
は
、
第
五
十

j

區
で

.一

八
•

八
'

^

を
！
め 

色
々
の
意
味
で
特
色
あ
る
第
五
十
七
區
は
ニ
〇
•

四
^

で
之
れ
に
次
ぐ
。
是
等
の
數
字
に
つ
い
て
は
、
營
業
世
帶
の
性
質
上
前
條
の
、
營 

業
蓉
人
ロ
の
比
.
率
に
つ
.

い
て
說
明
し
た
^

と
重
複
す
る
事
多
い
か
ら
镇
略
す
る
。

^

に
逆
人
礼
^

に
就
レ
て
見
れ
ば
、
そ
の
實
數
に
ょ
る
、
'
階
級
表
は
次
の
如
く
で
あ
る
。



混成世帶ノ地域的分布(實數)

世帶數 地區數 地 區 . 骄 號

25以上 1 58

20 !> 3 38.52.6 3

15 " 5 10.11.15.47.56.

10 〃 19
39.21.22.23.29.31.34.36 
39.41.44.46.49.50.51.55. 
59.60.61

6 〃 24
1.6.7.8.12.13.14.16.17. 
18.20.24.25.28.30.32.35. 
37.40.42.43.53.64.62

5以下 11 2.3.4.5.9.26.27.S3.45.48.
57

混成世帯比率階級表

|混成_  
1比 率 地區數 地 區 番 號

2 5 ^ 1 36

20 " 7 10.31.38.46.47.49,52

15 〃 11.22.23.S5.50.56.58.63

10 〃 26

1.7.8.12.13.15.16.17.18.
21.24.28.29.30.32,34.39.
41.43.44.54.55.59.60.61.
62

5 " 17 3.4.6-6.9.14.19.20.25.27. 
37.40.42.45.61,53.57

5% 以下 4 2.26.S3.48

有
業
者
及
び
其
の
業
態
.
に
.現
は
れ
た
地
域
性
.

. 

* 

七
0
 

(

五
七
0〕 

兎
にC

仕
の
表
と
.
.
世
赞
實
數
と
を
對
照
. ^
-

し
め
て
、
各
地
區
の
特
徵
は
—*
.
應
檢
出
す
る
事
が
出
來
る
で
あ
ら
ぅ
0

殊
に
勤
人
及
帶 

と
勤
務
有
業
著
と
の
.

割

合

は

若

干

、

興

味

を

そ

、

る

も

の

が

あ

る

o

.蓋
し
一
设
帶
で
何
人
勤
務
し
て
ゐ
る
か
と
云
ふ
事
は|

っ
の
社
會 

的
經
濟
的
事
實
で
あ
る
か
ら
。
此
の
點
に
論
及
す
る
事
は
此
の
場
合
複
雜
化
ず
る
恐
.れ
が
あ
る
か
ら
省
略
す
る
と
し
て
、
：

a
、

t
る 

Ttjr

實

ガ

一.
應
の
^ :

懸
を
提
供
し
て
ゐ
る
事
を
推
測
ず
る
に
止
め
ょ
ぅ
o

最
後
に
.
最
も
興
味
あ
る
も
の
は
_

世

帶

の

'
分

布

で
あ
る
。
此
の
世
帶
は
旣
に
述
ベ
だ
様

，
に

營

業

世

帶

內

に

勤

人
家
族
を
含
む
も
の 

で
あ
っ
て
，
從
つ
て
各
世
帶
の
社
會
的
經
濟
的
背
景
を
物
語
る
も
の
.
と
：な
る
。
今
そ
の
分
布
を
實
數
並
び
に
比
率
に
ょ
っ
て
求
め
る
と 

次
の
如
く
で
あ
る
。 

,

混
成
世
帶
は
そ
れ
自
體
が
數
少
な
い
爲
め
、
其
の
實
數
及
び
比
率
は
必
ず
し
も
大
き
な
數
字
と
し
て
現
は
れ
て
來
な
い
。
實
數
に
し 

て
も
、
最
高
は
ニ
一 

世
帶
の
第
五
十
八
區
で
、
一
ー
〇
世
帶
の
第
.五
十
一
一
、
.
第

三

十

八

區

が

之

れ

に

次

ぐ

。

最
低
で
は
第
一
一
區
の
.
一
仳
帶
を 

"
最
も
代
表
的
な
も
の
と
す
る
。
次
い
で
ニ
佌
帶
の
、
第
一
一
士
ハ
'
、
第
m

t'
1
1
區
が
あ
り
' 

三
世
帶
と
も
な
れ
ば
、
第
三
、
第
四
、第
九
、 

■
第

五

十

七

の‘諸
地
區
が
あ
る
。
比
率
と
し
て
は
第
三
十
六
區
の
ニ
：五
％
を
最
高
と
し
第
一
ー
區
の
ニ 
•

四
^

を
最
低
と
す
る
。
大
部
分
は
一 

〇
炻
内
外
に
集v

ゐ
，る
。
實
數
に
於
い
て
も
、
比
率
に
於
い
て
も
比
較
的
に
高
位
を
占
め
て
ゐ
る
の
は
、
第
三
十
八
、
第
五
十
二
區
で 

前
者
は
魚
藍
坂
上
.
、
高
輪
伊
皿
子
の
■
四
迀
の
一
地
^

,

.

後
者
は
*
綱
町
寄
め
豐
岡
町
遯
り
の
地
帶
で
あ
る
o

元
來
混
成
世
帶
は
、
そ
の 

蚀
質
上
、
如
何
な
る
地
域
に
も
存
在
の
得
る
と
云
ふ
ヮ
ケ
の
も
の
で
な
い
。
營
業
の
立
地
し
得
ゲ
±-

地
で
あ
り
又
、
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、 

內
に
勤
務
者
を
含
み
得
る
樣
な
土
地
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
.
。，
營
業
の
立
脚
し
得
る
土
地
.
と
し
て
は
、
商
工
業
地
帶
を
擧
げ
得
る
が
第一

一
 

區
を
筆
頭
に
三
田
通
り
の
地
帶
に
は
、
混
成
世
帶
の
勢
力
が
餘
り
甚
し
か
ら
.
ざ
る
事
實
が
あ
る
。
な
ほ
是
等
の
事
情
を
各
地
區
の
事
情 

に
即
し
て
說
明
す
る
爲
め
に
は
、
諸
項
目
に
苴
つ
て
其
の
特
徵
の
關
聯
を
探
求
し
な
け
^

ば
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
が
故
に
、
本
稿
の
目 

■
的
以
外
に
出
る
。
本
稿
と
し
て
は
ハ
例
へ
ば
混
成
佌
帶
は
何
處
に
、
如
何
な
る
勢
カ
を
以
つ
て
.
存

在

し

て

ゐ

る

か

と

一

其

ふ

一

方

的

'の

事 

.
實
を
擧
げ
得
れ
ば
目
的
を
達
し
た
の
で
あ
み
。 

_

結論

 

V

以
上『
1
1

一
田J

街
の
有
業
者
に
關
す
る
調
査
の
結
‘娘
を
報
告
し
得
た
。
以
下
以
上
述
べ
た
所
を
要
約
し
て
、
地
域
性
の
理
解
に
關
係
あ 

る
と
思
は
.
れ
る
部
分
を
指
摘
し
.

て
結
論
と
な
さ
ぅ
。

.有
業
者
及
.び
其
の
業
態
に
現
は
れ
た
地
域
性

 

七
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有
•業
者
及
び
其
'の'
業
'態
，に
現
は
れ
.た
地
域
倥
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二

 

•

本
篇
は
，
有

業

狀

態

の

調

害

1
4

方
面
よ
，り
觀
察
し
、
有
業
合
数
と
有
業
業
態
調
f

此
の
兩
方
面
に
於
い
て『

三
田』

 

街
が
如
何
な
る
I

I

す
か
、
又

n

 

ニ
田』

街
内
部
の
諸
地
區
は
如
何
な
I

田』

街

集

の

問

題

で
i

、
f

域
と
し
I

業
狀
態
は
-

I

I

比

較

美

つ

て
I

明
か
f

 
I

あ

ら

ぅ

。 

總
人
口
に
對
ず
る
裏
者
Q

I

、
殊
に
i

世
帶
を
中
心
と
し
てQ

麗

、
之
れ
は
確
か
に
、
地
域
的
特
色
集
す
指
針
と
な
り
得 

る
で
I

ぅ
。
更

鐘

態

別

に

よ
.
る
觀
察
を
以
づ
て
す
れ
ば
S

Q

經
濟
的
活
動
に
關
し
，て
推
斷
を
下
す
若
千

奚

料

I

供

し

得

る

o

. 

如
何
に
し
て
充
分
な
る
資
料
た
ら
し
む
る
か
の
問
題
に
關
し
て
は
、
本
報
吿
の
最
後
に
於

い

て

述
ぶ

る

豫

定

で
あ
る
。

第
一一

の
問
題
は
、
此
の
方
l

l

n

s

街
の
內
部
各
靈
就
い
て
應
用
し
て
見
る
1

る
。
此
の
方
法
は
、
比
較
的
に
容
易
で

し
得
る
統一

性
i

l

f

 
H

て

I

撃

i

l

f

 

I

I

法

に

よ

つ

て

鐘
.

衩
、
蘭

の

報

f

併
せ
て
、本
间
I

は
何
を
示
し
得
た
か
。
第

一

间
|

問
題
|

し
た
丈
け
I

た
。
即
ち
，本

調
杏
：地
域

Q

人
口
構
成
s

f

檢
出
し
て
、「

何
故
f

 

l

」

s

f

與
へ
た
。
響

す

れ

ば

「

然
る
べ
き
根
f

以
つ
て」

人
口

_

成
は
斯
々
I

る

ー

秦

ふ
事
實
の
解
明
が
望
ま
れ
た
目
標
で
あ
つ
た
。
第
一
ー
囘
の
報
告
、
即
ち
身
分
別
人
ロ
權
成
は
、
第
一
囘

報
告
中
の
問
S

答

ふ
る
所
が
あ
つ
た
。
即
ち
人
口 

Q

性
別
、
年

齡

嚣

上
Q

本
麗
地
域
の
特
色
は
、
此

Q

身

含

成

忐

匿

に

よ
つ
て
解B

せ
ら
れ
た
同
時
に
身
分

别
歡
成
上

の

諸

薦

は

又

、
土
地
の
性
質
を
物
語
り
得
る
も
の
で
は
な
い
か
美
ふ
麗
を
新 

親
に
提
出
し
た
。 

'

第
三
囘
報
告
は
、
世
帶
構
成
に
蕋
く
調
杳：

で
あ
っ
た
。
家
族
世
帶
を
中
心
と
し
て
、
漸
次
世
帶
糨
成
の
規
模
を
擴
大
し
て
來
て
、
第 

ニ
！！

報
告
に
於
け
る
身
分
別
鞲
成
を
'

世
帶
を
中
心
と
し
て
分
析
し
て
見
た
。
純
粹
家
族
、
使
用
人
、
同
居
人
等
の
身
分
別
^
世
帶
構 

成
に
利
用
し
て
、
家
族
世
帶
，
家
族
使
、
用
人
世
帶
、
總
人
口
li
t

帶
等
の
構
成
變
化
を
求
め
、
蹇
ー

㈣

報
吿
を
ー
段
と
發
展
せ
し
め 

た
。

今
！
：

の

報

告

は

、

有

業
•

業

態

調

杏•報
告
で
は
あ
る
が
第
三
囘
報
告
中
の
方
法
を
更
に
發
展
せ
し
め
た
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、
單
に
苻 

業
、
無
業
を
見
な
い
で
、
之
れ
を
世
帶
ノ
殊
に
家
族
世
帶
を
中
心
と
し
て
觀
察
し
て
來
た
。
故
に
有
業
人
口
と
共
に
有
業
世
帶
を
得
る 

事
と
な
り
、
更
に
其
の
業
態
別
分
析
を
成
就
し
得
た
。
從
っ
て
前三

！
：

の
.
報
吿
を
受
け
っ
ぎ
、
之
れ
に
對
し
て
更
に一

段
と
明
確
さ
を 

增
し
て
來
た
と
云
へ
ょ
ぅ
、
例
へ
ば
或
地
區(

又
は
金
地
域
.

)

の
饵
齡
、
性
別
構
成
に
於
け
る
或
る
偏
歪
は
、
身
分
的
に
解
明
さ
れ
、
更 

に
其
れ
は
世
帶
的
に
分
析
統
一
さ
れ
、
そ
の
世
帶
分
析
は
有
業
及
び
業
態
調
赍
と
相
俟
っ
て
、

一
層
具
體
的
•に
說
明
さ
れ
る
様
に
な
っ 

て
來
た
0

即
ち
或
る
特
色
は
そ
の
地
區
居
住
者
の
職
業
的
特
殊
_

成
に
栽
く
の
•た
と
云
ふ
所
に
ま
で
進
ん
で
來
た
。
故
に
報
吿
胬
が
茲 

に
步
を
迆
め
ん
と
す
れ
ば
、
當
然
職
業
調
赍
に
入
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
即
ち
次
報
告
は
、
今
迄
の
報
吿
經
過
の
發
展
を
繼
承
し
て
、 

本
調
赍
地
域
の
職
業
分
析
に
及
ぶ
で
あ
ら
う
。

有
■
者
及
び
興
の
業
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に
現
は
れ
た
地
域
性 

七

三

(

五
七
三)
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4 6_

B. 47區 48區 49區 50厫 51減 5V 54m
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61

56區 

57

67區 
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52

59區 

46

60r— 
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61區 
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財區合計*

38 39 22 18 35 39 39 32 35 20 35 47 24 28 35 38 41 28 43 U 26

|9S»

28 34 2216

8.1 56.5 44.9 35.2 40.2 40.2 42.3 43.2 36.4 29-8 48.6 47.4 31.1 51.8 47-9 45.7 58.1 33-3 18.8 46.2 25.2 38.8 53-0 564 20.4 42.9 43.5 35.5 53.6 33.7 279 45.3
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9

____—
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12 12 13 9 17 580
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第五表各地區業態別有業世帶及人口表
—1區 *  2區 3區 4區 5席 6H1 7區 8瘍 V - 區 11區 12區 14阔 15區 16區 17區 18區

1 9 ^
區 2V 21厨1 22lJ  23席 2V 26區 28席 29區 30區 別pf 32區

22 36 32 26 43 60 40 39 32 39 43 19 25 43 43 17 31 25 47 65 32 20 41 43 38 83 36 26 34 21 25

38.7 90.2 61.5 53.0 75.4 79.3 58.8 63.9 65.3 54.1 52.6 31.6 53.1 56.5 45.2 58.5 56.3 37.4 29.3 69.5 43.8 27.0 45.1 78-2 388 51.5 52.1 63.4 42.9 44.6 53-1 70.2
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>0.8 7.4 32.6 40.8 17-5 12.6 30.8 22-9 28.5 22.2 23.6 58-3 31.9 36.8 40.0 24.1 29.0 51.5 64.3 24.7 42.4 56.5 39-6 9.0 53.0 45.3 42.0 2小2 45.0 42.5 25 5 19.0
H8 39 35 29 49 55 48 48 36 56 60 25 32 48 58 25 40 34 60 72 43 32 69 54 48 38 42 32 45 27 35 68

41 89
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第五表各地區業態別有業世權及人ロ表
1區 *  2區 3區 4區 5m 6瘟 7區 8區！ 9區 10區 11區

12产
區 13區 14席 15區 16區 17區 18® ! 19 區1 2V 1 21區 22岡 23辟 24爾 25區

實 數 22 36 32 26 43 50 40 39 32 39 43 19 25 43 43 17 31 25 47 65 32 20 41 43 38

比 率 38.7 90.2 61.5 53-0 75.4 79.3 58.8 63.9 65.3 54.1 52.6 31-6 53.1 56.5 45.2 58.5 56.3 37.4 29.3 69-5 43.8 27.0 45.1 78-2 38.8

很 成 卅 m  m
實 數 0 1 3 3 4 5 7 8 3 17 15 6 7 5 14 6 8 7 10 5 10 12 14 7 3

比 10.5 2.4 5.8 6-1 7.0 7.9 10.2 13.1 6.1 23.6 19.7 10.0 14.8 6.5 14.7 17.2 14-5 10-6 6.2 5.3 13•卜 16.2 15.3 12.7 8.2

m i人和 * m  m
實 數 29 3 17 20 10 8 21 14 14 16 18 35 15 28 38 7 16 34 103 23 31 42 36 5 52

上匕 率 50.8 7.4 32.6 40.8 17.5 12.6 30.8 22-9 28.5 22.2 23.6 58.3 31.9 36.8 40.0 24.1 29.0 51.5 64.3 24.7 42.4 56.5 39-6 9.0 53.0

營 業 者 數
實 數 28 39 35 29 49 55 48 48 36 66 60 25 32 48 58 25 40 34 60 72 4a 32 69 54 48

上匕 率 41 89 
一 ⑴

57 54 71 76 62 64 64 59 56 30 50 55 45 61 54 37 32 68 44 30
4 5

75 39

勤 人 數
赏 數 40 26 26 20 17 29 27 20 39 48 59 32 40 67 16 34 59 129 34 54 73 69 18 76

比 率 59 9 43 45 29 24 38 36 36 41 44 70 50 45 54 39 46 63 68 32 56 70 54 25 61

33區 34區
一  J S

36产
37區 3V . 40區 41區 42區 44區 45m 46區1 47區 48區 49區 50區 6 lm 5V 53區 54區 55阔 56踌 67區

實 . 數 38 39 22 18 35 39 S9 32 35 20 35 47 24 28 35 38 41 28 20 43 U 26 61 57 10

比 率 48.1 56.5 44.9 35-2 40.2 40.2 42.3 43.2 36-4 29.8 48.6 47.4 31-1 51.i3 47.9 . 45.7 58-1 33-3 18.8 46.2 25.2 38.8 53.0 56-4 204 4

m 成 仳 m  m
實 數 2 10 9 13 8 20 13 6 13 6 8 12 4 12 15 4 14 13 10 20 7 8 14 16 3

上匕 率 2-5 14.4 18.3 25.4 9.1 20.6 14*1 8.1 13.5, 89 11.1 12.1 5.1 22*2 20.5 4.8 202 15.4 9.4 21.5 7.3 11.9 121 15.8 6.1 1

柳 a 丨丨ト辦 m
實 數 39 20 18 20 44 38 40 36 48 41 29 40 49 14 23 41 14 43 76 30 64 33 40 28 8G

上匕 率 49-3 28.8 36.7 39.2 50.6 39.1 43.4 48.6 50.0 61.1 40-2 40.4 636 25.9 し 31.5 49-3 20.2 5M 71.6 32.2 67.3 49.2 34.7 27.7 73.4 3

營 槳 者 數
實 數 41 60 33 31 45 59 54 38 49 27 49 62 29 41 51 * 44 55 42 33 65 33 34 78 73 13

比 41 54 50 39 39 45 42 43 37 33 51 47 28 55 52 43 62.5 3.37 24 51 29 39 52 55 22

勤 人
實 數 58 42 . 33 48 70 パ 74 50 85 56 48 灼 75 33 48 59 33 71 107 62 82 54 72 59 46

]：匕 率 59 46 50 61 61 55 58 5/ 63 6/ 49 53 72 44 48 5 37.5 63 76 49 71 61 48 45 78


